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2023.11.20 更新内容 
ü 市区町村理学療法⼠会から研修部への書類提出および問い合わせ窓⼝となる連絡先メール

アドレスを設定（5 ページ）。 
ü 受講料・講師謝⾦等の表に「消費税込」の⽂⾔を追加（6 ページ）。 
ü ページ番号の追加 
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はじめに 

 
l ⽇本理学療法⼠協会（以下、協会）の⽣涯学習制度における登録理学療法⼠更新のための

ポイント取得⽅法の⼀つに「③研修会・講演会・ワークショップ等の受講」があります（下
図参照）。 

 
l ポイントが取得可能な研修会には、協会・都道府県⼠会・ブロック協議会が主催する『主

催』研修会と、会員（登録理学療法⼠）が所属施設等で主催し都道府県⼠会が承認する『承
認』研修会があります。 

 
l 研修会の受講者は、主催者が設定するカリキュラムコードや研修時間に応じて登録理学療

法⼠更新ポイントを取得することができます（講師は対象外）。 
 
l 『承認』研修会の開催にあたり、⼤阪府理学療法⼠会⽣涯学習センター（以下、センター）

では会員の公益性や⽔準の担保を図るため、協会の開催要件に加えて⼤阪府理学療法⼠会
独⾃の開催要件を設けています。 

 
l また、⼤阪府理学療法⼠会においては、『承認』研修会開催における主催者からの申請・報

告の窓⼝は開催地となる市区町村の理学療法⼠会となっています。 
 

l 申請の窓⼝となった市区町村理学療法⼠会（以下、市区町村⼠会）は、以下のマニュアル
に従い、主催者が開催要件を遵守して申請通りに研修会を開催しているかの確認とセンタ
ーへの報告を実施してください。 

 

 

更新要件の概要（協会資料より） 
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5. ᭦᪂せ௳のᴫせ 

 

 ᭦᪂㸸㸯㹼㸳ᅇ┠ ᭦᪂㸸㸴ᅇ┠௨㝆 

せ௳㸯㸸ポイࣥトのྲྀᚓ 50ポイࣥト 10ポイࣥト 

せ௳㸰㸸᭦᪂᫬◊ಟのཷㅮ ᚲ㡲ཷㅮ ௵ពཷㅮ ※ 

※௵ពཷㅮとなりますが、ᇶᮏⓗにはཷㅮを᥎ዡします 
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1. 『承認』研修会開催の流れ 
 

l 『承認』研修会は以下のフローに従って開催されます（下図参照）。 
① 主催者（登録理学療法⼠）が研修会開催の申請書を開催地の市区町村⼠会に提出 
② 市区町村⼠会は、受け付けた申請書に不備がないか内容を確認し審査を実施 
③ 申請内容に問題がなければ市区町村⼠会から主催者へ受領通知を⾏う 
④ 主催者は会員マイページからセミナー開催申請を実施 
⑤ 市区町村⼠会は⽉毎に申請された「研修会リスト」をセンター研修部へ提出 
⑥ センター事務局で④と⑤の内容を照合し『承認』 
⑦ センター研修部が『承認』研修会のリストを随時ホームページで公開・更新 
⑧ 主催者は『承認』後、開催案内や参加受付など開催に向けた準備を⾏う 
⑨ 主催者は開催当⽇に⼊退室管理を実施 
⑩ 研修会開催後、主催者は会員マイページから履修登録を実施 
⑪ 主催者は市区町村⼠会に開催報告書を提出し、市区町村⼠会は内容を確認 
⑫ 市区町村⼠会は「開催状況報告」をセンター研修部へ提出 
 

l 市区町村⼠会の役割は、①主催者から申請書の受付、②申請書の内容確認および審査、
③主催者への受領通知、⑤センターへの研修会リストの提出、⑪開催報告書の確認、⑫
センターへの開催状況報告の提出、になります。 

 
 

 

『承認』研修会開催の流れ 
（⼤阪府理学療法⼠会⽣涯学習センター） 

市区町村⼠会 ⽣涯学習センター
（研修部）

⽣涯学習センターホームページ

主催者

⽇本理学療法⼠協会会員マイページ

⑥リストと照合し『承認』

⑦センターHPで公開

①開催申請

④セミナー開催申請

⑧『承認』後に開催準備

⑨開催（⼊退室管理）

⑩履修登録

⑪開催報告書の提出

②申請内容の審査

③受領通知

⑤研修会リストの提出

⑫開催状況報告の提出

承認

公開

申請
登録

（会員マイページ）
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2. 申請された『承認』研修会の審査 
 

l 主催者から提出された申請書について、開催要件を満たしているかを確認し、不備があ
れば修正して再提出するよう求めてください。 

 
l 協会が定める開催要件に加え、⼤阪府理学療法⼠会の独⾃要件（*印）を加えているため、

特にその部分は注意して確認してください。 
 
l 開催要件を満たし内容に問題がなければ、申請者に「受領通知」を⾏ってください。 

 
 

 
 

 
＊主催者が市区町村⼠会に申請書を提出せずに会員マイページから『承認』研修会の
申請を⾏った場合は、開催要件を満たしていても、センター事務局で「否認」します。 

 

p 開催2カ⽉前の⽉末までに申請すること。 *
p 申請は開催会場のある市区町村理学療法⼠会に⾏うこと。 *
p 申請者が登録理学療法⼠であること。
p 開催時間は60分以上とすること（上限は定めない）。 *
p 学術⼤会（学術集会）ではないこと。
p 営利を⽬的とした研修会ではないこと。
p 参加者の⼊退室管理を⾏うこと。
p ⼤阪府⼠会員であれば誰でも参加できるようにすること。 *
p 講師が１名以上いること。
p 講師が理学療法⼠の場合、登録理学療法⼠であること。 *
p 講師と参加者の双⽅向の疎通を可能とすること（当⽇に限らない）。
p 企画内容に即したカリキュラムコードを１つ選択し設定すること。
p 受講料および講師謝⾦は⽣涯学習センター規程に準ずること。 *
p 過去の開催において開催報告書を提出していること。 *

*⼤阪府理学療法⼠会（⽣涯学習センター）独⾃要件

『承認』研修会開催要件
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3. センターへ研修会リストの提出 

l 申請を受領した『承認』研修会を研修会リストにまとめ、申請⽉の翌⽉初旬までにセン
ター研修部に提出してください。 

提出先：seminar.req@pt-osk.or.jp（⽣涯学習センター研修部） 
 
 
 

4. 研修会の公開・開催準備 

l センター研修部が『承認』研修会のリストをセンターホームページに公開します。 

l 主催者や市区町村⼠会が独⾃に研修会の開催案内を⾏うことは特に問題ありません。 

l 参加受付や受講費⽀払い⽅法など、研修会の運営に関しては主催者の責任で実⾏するこ
とになっています。市区町村⼠会が関与する必要はございません。 

 
 
 

5. センターへ研修会開催状況報告の提出 

l 研修会終了後に、主催者から市区町村⼠会へ開催報告書が提出されます。 

l 開催の状況や収⽀報告から適切に開催されたかを確認してください。 

l 問題がある場合は、次回以降に問題が⽣じないよう注意勧告を⾏ってください。 

l 開催された『承認』研修会を開催状況報告にまとめ、⽉毎にセンター研修部に提出して
ください。 

l 主催者から市区町村⼠会に提出する開催報告書の提出期限は開催後 1 週間となっており
ます。期限を過ぎても提出がない場合は、主催者に提出義務があること、また提出が次
回の開催要件となることを通知し、必ず提出するよう促してください。 
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カリキュラムコードについて 

l 『承認』研修会の開催にあたり、カリキュラムコードを選択・設定する必要があります。 
l カリキュラムコードが正しく設定されているか確認してください。 
l 1 つのカリキュラムコードのポイントを取得すると、5 年間は同じカリキュラムコード

のポイントの上書きや加算はできません。 
 
 

学習時間のポイント換算について 

l 学習時間のポイント換算は、30 分毎に 0.5 ポイントとなっています。 

（1 時間の研修会では 1 ポイント、90 分では 1.5 ポイントの取得ができます。） 

l 時間の設定に誤りがないか確認してください。 
 
 

受講料および講師謝⾦について 
受講料や講師謝⾦については、以下を満たしているか確認してください。 
l 受講料および講師謝⾦の⾦額がセンター規程に準ずること 
l 受講料を「無料」にしないこと 

 
 

センター規程による受講料および講師謝⾦ 
 

受講料                      講師謝⾦ 

 
 

 
  

 
 
 

※時間が当てはまらない場合は単位時間当たりに換算して計算してください。 

1コマ（90分）あたりの受講料（消費税込）

PT協会会員（府⼠会員） 1,500円以下

PT協会会員（他都道府県⼠会員） 2,000円以下

他職種 2,000円以下

PT協会⾮会員 3,000円以上


